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本日出席会員 35 名 

 メークアップ（前々回）2 名 

 出席率（前々回補正） 73.08% 

ロータリーソング「我らの生業」 

 ゲスト：気象予報士 村田光広氏 

 ビジター：敦賀 RC 山本 等ガバナー補佐 
 
副会長挨拶 副会長 小林 幸一                 

皆さん、こんにち

は。今朝、白﨑会

長より電話を頂き

まして大分体調も

良くはなって来た

との事ですが、本

日も代行させて頂

きます。本日のゲストの紹介をさせて頂きます。 

ガバナー補佐の山本さんです。そして本日のプログ

ラムの気象予報士の村田さんです。 

 今、こういう時期にコロナに罹る前に、風邪をひ

いたら全てコロナと見なされてしまいますので、ロ

ータリーの会の皆様も毎日気をつけて、風邪を引か

ない様に例会や仕事に励んでほしいです。 

 コロナ禍と言って言い訳して何もしなかったら取

り残されていってしまいますし、こういう時だから

こそ自分の体を大切に考えて、そして自分にしかで

きない事を発見して、やって行かれると良いと思い

ます。そういう気象庁からの耳よりのお話を聞かせ

て頂けると思いますし、自分の身体を守る為にも天

気とは密接な関係だと思います。是非、聞いて頂け

たらありがたいと思います。 

 

敦賀 RC 山本ガバナー補佐           

 皆さん、こんにちは。本来ですともっと早い時期

にお邪魔させて頂きまして御挨拶をさせて頂くとこ

ろではございますが、今コロナ禍の中でなかなか自

由な動きも出来ず、

皆様にご迷惑をかけ

ているのではと思っ

ております。 

今日は、クラブの事

務局にもご案内は来

ていると思いますが、

今のガバナーの松原先生はお医者さんでありまして、

コロナ禍に対して非常に神経質でありまして、予防

対策を徹底しようとの事でいろいろ頑張っておられ

ます。今日、地区の方から「地区行事等における感

染防止対策実施の更なるお願い」と言う事で、松原

年度になってから、これで３、４回目になるかと思

います。コロナ感染予防対策を、各クラブで徹底し

て頂きたいという文章が届いているかと思います。

今日改めて、今日付けで出されていますので、披露

させて頂きたいと思います。今までは松原ガバナー

からの思いや考えで対策が出されていますが、今回

はＲＩ事務局の方から防止対策の文書が、全世界に

配信されています。人道的組織であるロータリーは

会員と地域社会を守らなければならないという事で

来ています。それを受けて松原ガバナーに於かれま

しても、各クラブの方で今まで以上にコロナ禍の感

染予防の対策を継続したいという事で、７つのお願

い事項という事でご案内が来ております。これはそ

の様にやって欲しいとの事ですが、あくまでも主体

はクラブでございますので、絶対にしなくてはいけ

ないという事ではありません。やって頂きたいのは

山々ですが、クラブさんのご判断でご検討頂いて方

針を決めて頂けば良いと思います。コロナに感染せ

ず感染させない事が、家族と我らが生業を守る、自

分達がコロナに罹らないし、また感染させない事を

行う事が一番大事な事で、松原年度の今年の最重要

課題という事で危惧を頂いております。ガバナーの

おっしゃっている事は、決して萎縮してもらう必要

は無く、その中で積極的に活動して頂きたい、でも

「うつらない、うつさない」に重点をおいて活動し

て頂きたいと思っています。 
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プログラム                            

ゲスト卓話 

「天気とことわざ」 気

象予報士 村田光広氏 

皆さん、こんにちは。気

象予報士の村田でござい

ます。今日は、「天気とこ

とわざ」という事で、天

気に関するお話を少しさせて頂きたいと思います。

「こういう時は雨になります」というものを探して

きました。 

・ツバメが低く飛ぶと雨ですよ。 

 ツバメは、蝶々や蛾を捕まえて食べるのですが、空

気中の湿度が高くなって、蝶々や蛾の羽が重くなって

高い所を飛べずに低い所を飛ぶようになり、それを追

っかけるツバメも低く飛ぶようになります。 

・朝、虹を見かけたら雨になります。 

 朝、虹を見かけるのは西の空です。西の空に虹がか

かっている事は、西の空に雨粒があるという事で、天

気は西から東に変わって行くので、西に虹が見える事

は西に雨雲が広がっている、それがこれから向かって

来ますという事です。 

・太陽が傘をかぶると雨になります。 

 太陽の周りに光の輪が見えて来ます。こういう時は

傘という現象です。雲の中にある氷の粒に太陽光が屈

折してできる現象です。薄い氷の粒が広がっている証

拠です。傘が見えている時は、周りにも光があるとい

う現象です。 

・飛行機雲が立つと雨になります。 

 上空の空気が乾いている時は、飛行機雲は直ぐに消

えてしまいますが、空気が湿っていると飛行機雲がど

んどん広がっていて渦を巻いて見える様になります。

逆に飛行機雲が発達することがあります。その様な時

は上空の大気の水蒸気が多くなっている証拠です。低

気圧が近づいて来てこれから天気が崩れて来ますとい

うサインです。 

・うろこ雲が見えたら翌日雨です。 

 うろこ雲が見えると、低気圧が近づいているサイン

という事です。羊雲という事がありますが、この様な

雲は上空の高い所に現れます。天気が崩れてくる時は、

まずこの様な雲が現れます。春とか秋は、この様な雲

の変化が見られる様になります。 

 

・雲が北西に流れると、雨が近いです。 

 低気圧が近づいてきますと、反時計回りに風が流れ

て来ます。まず南風が吹いてきますので、それに乗っ

て雲が北西の方向に流れて来ます。そういう雲が見え

るときは、天気は下り坂です。逆に雲が北の方から南

の方に流れて来ますと低気圧が離れて行きますので天

気は回復に向かいます。 

・鐘の音が良く聞こえると、雨になります。 

 普段良く聞こえない遠くの鐘の音や電車の音が良く

聞こえる時があります。音というものは、上空に広が

っていくのですが低気圧が近づいて来て、上空に温か

い空気が流れ込んで来ると、音が上に広がらずちょっ

と横に流れやすくなります。そういう時は下り坂です。 

 

ニコニコ箱・・・25,000 円 累計 606,500 円                  

・本年もよろしくお願いします。 

         【敦賀 RC 山本等ガバナー補佐】 

・山本ガバナー補佐をお迎えしまして。村田予報士の

卓話楽しみに聞かせて下さい。     【小林幸一】 

・ようこそ、山本ガバナー補佐。今年もよろしく―。 

                   【石川満夫】 

・山本様ご苦労様です。        【辻岡俊三】 

・いよいよワクチン接種が始まります。副作用はイン

フルエンザ等と同じ位のものです。恐れず受けまし

ょう。                【奥村 忠】 

・小林副会長、本日も宜しく。     【玉村一男】 

・次年度理事会よろしくお願いします。  【野田義弘】 

・早退させていただきます。  【田中大成】【西野昌美】 

・お久しぶりです。          【宮前貴司】 

・山本さん、村田さんよろしくお願いします。 

                  【三田村士郎】 

・このたび、㈲武生薬局の代表取締役に就任しました。 

ご指導ご鞭撻のほど宜しくお願いします。  【上野巌】 

 

例会変更情報／福井県内ﾋﾞｼﾞﾀｰ受付（3 月 3 日～3 月 16 日） 

ビジター受付はありません。 

＊変更の無い各クラブの定例例会については、ロータリーの

友ホームページ等にてご確認ください。 

 

本日(3 月 2 日)例会    3 月 9日 

 

休  会 

3 月 16 日 

職業奉仕 

「職業奉仕研修会」 

 宇野賢治委員長 

3 月 23 日 

 

休  会 

第一例会行事/ゲスト卓話 

「SDGs について」 

 川口サマンサ氏 


